
『
即
身
成
佛
義
聞
書
』
に
つ
い
て

そ
の
翻
刻
（
讀
み
下
し
文
）
と
檢
討

福
田

亮
成

一
、
は
し
が
き

二
、『
即
身
成
佛
義
聞
書
』
の
書
誌
的
条
件

三
、『
即
身
成
佛
義
聞
書
』
の
書
き
下
し
文

四
、
写
本
影
印
『
即
身
成
佛
義
聞
書
』

一
、
は
し
が
き

空
海
の
『
即
身
成
佛
義
』
は
、
他
の
空
海
の
著
作
の
な
か
で
、
ま
っ
た
く
独
立
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
即
身

成
佛
偈
」
の
前
半
の

�

即
身

�に
つ
い
て
の
体
・
相
・
用
に
わ
た
る
三
大
と
し
て
の
構
造
は
、
そ
の
四
種
曼
荼
羅
、

三
密
に
つ
い
て
は
そ
の
根
拠
を
探
り
当
て
る
こ
と
は
た
や
す
い
。
し
か
し
、
六
大
に
つ
い
て
は
、『
即
身
成
佛
義
』

『
即
身
成
佛
義
聞
書
』
に
つ
い
て
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に
多
く
の
文
言
を
費
や
し
て
論
じ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
ま
っ
た
く
は
空
海
独
自
の
見
解
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
、
こ
の
「
即
身
成
佛
偈
」
の
特
に
六
大
の
理
解
を
補
う
文
章
が
あ
る
。
そ
れ
は
『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心

論
』
の
序
文
で
あ
る
、
掲
げ
て
み
よ
う
、

婀 ア

尾 ビ

羅 ラ
�

ウ
ン缺 ケ

ンの
最
極
大
秘
の
法
界
の
體 ○

と

…
…
…
…
…

能
所
無
碍
の
六
○

大
夫
に
歸
命
し
た
て
ま
つ
る

「
六
大
無
礙
に
し
て
常
に
瑜
伽
な
り
」

体

是
の
如
く
の
自
他
の
四
法
身
は

「
四
種
曼
荼
各
々
離
れ
ず
」

相

法
然
と
し
て
我
が
三 ○

密
○

に
輪
円
せ
り

「
三
密
加
持
し
て
速
疾
に
顕
る
」

用

天
○

珠 ○

の
こ
と
く
渉
入
し
て
虚
空
に
遍
じ

重 ○

重 ○

無
碍
に
し
て
刹
塵
に
過
た
り

「
重
重
帝
網
な
る
と
即
身
を
名
く
」

無
礙
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こ
の
よ
う
に
『
十
住
心
論
』
の
序
文
の
一
部
に
、
『
即
身
成
佛
義
』
の
「
即
身
成
佛
偈
」
の
文
を
割
り
込
ま
せ

て
み
る
と
、
ま
っ
た
く
同
一
趣
旨
の
文
章
で
あ
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
即
ち
、
婀 ア

尾 ビ

羅 ラ

�

ウ
ン缺 ケ

ンの
最
極
大
秘
の
法

体
、
さ
ら
に
能
所
無
碍
の
六
丈
夫
と
は
、
法
身
大
日
如
来
が
、
そ
の
如
来
と
能
所
無
碍
の
六
丈
夫
、
即
ち
自
身
が
、

六
大
（
体
）
と
し
て
相
互
に
能
所
無
碍
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
次
の
偈
文
の
自
他
の
四
法
身
と
は
、

法
身
大
日
如
来
を
四
種
曼
荼
羅
的
表
現
を
す
れ
ば
、
自
身
も
そ
の
よ
う
に
し
て
、
自
他
の
四
法
身
と
表
現
さ
れ
た

の
に
ち
が
い
な
い
。
次
の
偈
文
、
「
法
然
と
し
て
輪
円
せ
よ
我
が
三
密
」
と
あ
り
ま
す
が
、
法
身
如
来
の
身
口
意

の
三
密
が
我
が
三
密
と
し
て
倶
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
如
来
と
我
と
の
関
係
が
「
重
重
帝
網
」

な
る
関
係
に
あ
る
。
即
ち
、
そ
れ
が
即
身
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
「
天
珠
の
ご
と
く
渉
入
し
て
虚
空
に

遍
じ
、
重
々
無
碍
に
し
て
刹
塵
に
過
た
り
」
と
い
う
あ
り
さ
ま
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
『
即
身
成
佛
義
』

の
内
容
を
加
味
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
層
『
十
住
心
論
』
の
序
文
の
意
味
が
明
ら
か
に
な
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
写
本
『
即
身
成
佛
義
聞
書
』
は
、
以
前
よ
り
所
持
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
私
の

『
即
身
成
佛
義
』
研
究
の
一
環
と
し
て
、
あ
る
時
、
そ
の
写
本
の
書
き
下
し
文
を
作
成
し
精
読
し
た
こ
と
が
あ
っ

た
。
以
下
報
告
す
る
の
は
、
そ
れ
に
も
と
ず
く
も
の
で
あ
る
。
『
即
身
成
佛
義
』
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
注
釈
書

が
存
在
し
て
い
る
。
本
写
本
と
同
名
の
『
即
身
成
佛
義
聞
書
』、
二
巻
（『
續
真
言
宗
全
書
』
第
十
七
所
収
）
が
あ

『
即
身
成
佛
義
聞
書
』
に
つ
い
て
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り
、
道
範
（

1178～

1252）
の
著
で
あ
る
。
内
容
を
比
較
す
る
と
ま
っ
た
く
相
違
す
る
も
の
で
あ
る
。
他
に
賢
宝
（

1333

～

1398）
・
宥
快
（

1345～

1416）
の
「
間
書
」
き
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
未
見
で
あ
る
。
他
に
同
名
の

写
本
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
と
も
か
く
こ
こ
に
一
つ
の
写
本
を
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。
『
即
身
成

佛
義
』
の
解
釈
書
と
し
て
実
に
興
味
深
く
、
簡
潔
で
あ
り
、
創
見
に
み
ち
た
一
書
で
あ
る
。

二
、
『
即
身
成
佛
義
聞
書
』
の
書
誌
的
条
件

外
題
直
書

即
身
義
聞
書

私

信
州

□
音

内
題

即
身
成
佛
義
聞
書

文

十
二
紙

仮
綴
じ
竪
帳

袋
綴
装

奥
書

元
緑
六
発西
六
月
吉
日

於
二 初
泊
長
谷
羽
杉
ニ

一 写
し

サ
イ
ズ

縦

30セ
ン
チ

横

21セ
ン
チ

楮
紙

17行

25字
前
後
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三
、
『
即
身
成
佛
義
聞
書
』
の
書
き
下
し
文

※
書
き
下
し
文
作
成
に
際
し
、
略
字
は
正
字
に
直
し
、
例
え
ば
万

↓曼
・
台

↓胎
。
本
文
の
引
用
文

は
ゴ
チ
ッ
ク
体
と
し
、（

）
を
つ
け
て
具
文
を
あ
げ
た
。
頁
上
の
数
字
は
写
本
の
頁
数
で
あ
る
。

表
紙

信
州□
音

即
身
義
聞
書

私

即
身
成
佛
義
聞
書
文

先
づ
こ
の
釈
、
御
製
作
の
起
り
、
清
涼
殿
に
於
て
八
宗
論
之
時
、
我
が
大
師
、
身
に
金
色
の
光
を
放
ち
、
假
に
即

『
即
身
成
佛
義
聞
書
』
に
つ
い
て
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身
成
佛
之
相
を
顕
し
た
も
う
時
、
因
み
に
書
記
す
る
所
な
り
。
扨
て
自
宗
に
於
て
即
身
成
佛
之
義
を
建
立
す
る
事

は
、
兩
部
二
十
万
頌
の
経
文
に
、
其
の
旨
を
説
き
顕
し
た
も
う
故
な
り
。
雜
部
の
密
教
に
於
て
は
、
勝
れ
て
此
の

義
無
き
な
り
。
今
、
列
證
し
た
も
う
二
経
一
論
八
箇
の
文
、
両
部
の
中
よ
り
別
し
て
抜
き
出
し
給
へ
ど
も
、
惣
じ

て
云
へ
ば
、
両
部
終
始
の
文
々
句
々
、
皆
以
て
即
身
成
佛
の
義
を
説
き
た
も
う
。
サ
テ
即
身
成
佛
の
四
字
を
両
部

に
配
せ
ば
、
即
身
は
、
前
五
大
に
し
て
胎
蔵
界
。
成
佛
の
二
字
は
、
識
大
に
し
て
金
剛
界
な
り
。
次
に
此
の
顕
に

就
て
能
所
釈
を
分
別
せ
ば
、
即
身
成
佛
の
四
字
は
、
取
釋
義
の
一
字
は
能
釈
な
り
。
義
に
於
て
二
の
訓
有
り
。
一

は
義
は
大
乘
の
義
、
釋
所
以
也
と
て
、
即
身
成
佛
に
於
て
理
具
・
加
持
・
顕
得
等
の
種
々
有
る
所 ゆ

へ
を
以
て
釋
す

る
故
に
義
と
云
う
。
一
に
は
智
摂
の
釈
義
は
、
冝
な
り
と
て
所
釋
の
理
を
人
を
し
て
、
冝
し
く
解
せ
し
め
る
故
に

義
と
云
う
。
此
の
二
義
を
以
て
解
す
れ
ば
、
義
の
字
訓
は
盡
る
な
り
。
大
師
御
筆
の
本
に
は
、
品
の
字
な
り
。
即

身
成
佛
の
品
々
を
釋
す
る
義
な
る
故
に
義
の
字
と
同
な
り
。
即
身
成
佛
に
六
大
四
曼
の
両
点
は
宥
快
に
見
え
た
り
。

△
問

曰
諸

経
論

之
（
問
う
て
曰
く
、
諸
経
論
中
に
）
等
と
は
、
諸
経
論
と
は
、
三
劫
成
佛
と
云
う
故
に
、
顕
文
に

約
す
れ
ば
法
相
・
三
論
の
経
論
を
指
し
。
義
に
約
す
れ
ば
天
台
・
花
厳
等
を
も
存
す
る
な
り
。

△
答

秘
蔵

中
乃至
云

何
（
答
う
、
秘
蔵
の
中
の
乃至
云
何
ん
）
と
は
、
秘
密
蔵
と
は
雑
部
に
も
有
れ
ど
も
、
此
は
両
部

に
限
る
な
り
。
如
来
は
大
日
如
来
理
智
の
二
法
身
な
り
。
彼
経
説
（
彼
の
経
説
）
と
は
、
引
證
の
内
に
論
も
有
れ

ど
も
勝
た
る
に
約
し
て
経
説
と
云
う
な
り
。
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△
金

剛
頂

経
と
は
、
金
剛
に
は
堅
固
不
壤
の
義
を
顕
し
、
頂
は
最
頂
の
義
な
り
。
経
と
は
、
今
の
文
は
儀
軌
の
文

な
れ
ど
も
、
大
師
は
處
々
に
儀
軌
を
経
と
仰
せ
ら
る
る
な
り
。
経
と
儀
軌
（
経
中
よ
り
三
密
の
軌
則
を
略
出
す
る

を
儀
軌
と
云
う
）
と
は
、
惣
別
の
異
な
り
。

△
修
此
三
昧
…
…
佛
菩
提
（
此
の
三
昧
を
修
す
る
者
は
現
に
佛
菩
提
と
證
す
）
と
は
、
上
の
一
句
は
因
位
の
修
行
、

下
の
一
句
は
修
行
に
依
て
得
る
處
の
果
な
り
。
現
の
字
は
、
即
身
の
義
を
顕
す
。
佛
菩
提
は
、
人
法
を
並
べ
舉
る

な
り
。

△
註

謂
大

日
尊

一
字

頂
輪

王
三

摩
地
（
此
の
三
昧
と
は
謂
く
大
日
尊
一
字
頂
輪
王
の
三
摩
地
な
り
）
と
は
、
頂
は

普
門
の
尊
の
頂
上
の
一
徳
を
主
る
故
に
頂
と
云
う
。
輪
王
と
は
、
此
の
尊
を
世
間
の
四
輪
王
の
如
き
に
喩
へ
て
云

う
な
り
。
三
摩
地
と
は
、
『
菩
提
心
論
』
に
「
是
説
三
摩
地
（
是
れ
三
摩
地
（
の
法
を
）
説
く
）
と
云
う
三
摩
地
に
し

て
三
密
の
妙
行
、
五
五
部
の
秘
観
な
り
。
顕
乘
の
定
恵
を
各
別
す
る
三
摩
地
に
は
非
ず
。
恵
相
応
の
三
摩
地
な
り
。

サ
テ
一
字
頂
輪
王
は
、
一
門
の
尊
な
る
故
に
、
此
の
儀
軌
を
以
て
普
門
の
即
身
成
佛
の
証
と
は
成
し
難
し
と
云

う
に
付
て
、
大
日
尊
則
一
字
頂
輪
王
と
見
れ
ば
、
一
門
即
普
門
の
義
な
り
。
或
は
又
依
主
に
見
て
も
、
義
は
一
門

即
普
門
の
意
を
以
て
普
門
の
即
身
成
佛
の
證
と
す
る
や
、
相
違
無
し
。

サ
テ
今
此
の
儀
軌
は
、
大
師
以
後
の
人
の
請
来
な
る
故
に
『
請
来
録
』
に
も
乘
せ
ず
引
證
し
た
も
う
は
如
何
ん

と
云
う
不
審
有
れ
ど
も
、
大
師
の
請
来
の
中
に
も
、
録
に
ノ
ラ
サ
ル
経
こ
れ
有
る
故
に
相
違
無
し
。

『
即
身
成
佛
義
聞
書
』
に
つ
い
て
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△
又

云
若

有
衆

生
（
又
云
う
、
若
し
衆
生
有
り
て
）
等
と
文
。
此
の
一
段
の
文
を
先
徳
の
『
即
身
章
』
に
は
、
文

殊
の
儀
軌
と
有
れ
ど
も
、
義
は
同
じ
く
て
文
言
は
異
な
る
な
り
。
義
、
同
辺
に
し
て
文
殊
の
儀
軌
と
證
し
た
も
う

な
り
。

△
現

世
證

得
之

成
正

覚
（
現
世
に
歓
喜
地
を
證
得
し
、
後
の
十
六
生
に
正
覚
を
成
す
）
と
は
、
歓
喜
地
は
初
地
の

金
剛
薩

�の
地
位
な
り
。
二
利
圓
満
し
て
歓
楽
喜
悦
す
る
故
に
名
く
。
後
十
六
生
已
下
は
、
化
他
の
正
覚
な
り
。

後
十
六
生
を
化
他
と
マ
テ
ハ
人
毎
に
云
へ
ど
も
、
其
の
上 か
み

が
ス
マ
ヌ
な
り
。
先
つ
初
地
に
て
自
利
を
ス
キ
ト
圓
満

す
る
故
に
、
二
地
已
上
の
化
他
の
依
用
を
生
起
し
た
ま
う
な
り
。
而
る
に
機
根
万
差
な
る
故
に
、
種
々
に
依
用
を

発
し
て
十
六
大
菩
薩
を
生
起
す
る
、
十
六
生
と
云
う
な
り
。
サ
テ
初
地
の
金
剛
薩

�は
、
普
門
の
惣
徳
を
主
り
、

十
六
生
の
内
の
金
剛
薩

�は
普
門
の
一
徳
之
名
は
、
同
じ
く
し
て
惣
別
の
異
あ
り
。

△
法

佛
と
は
、
法
佛
は
理
智
に
通
す
る
中
に
、
上
の
此
の
教
と
い
う
は
、
金
剛
頂
経
な
る
故
に
、
智
法
佛
と
意
得

る
べ
き
な
り
。

△
三

摩
地
と
は
、
次
上
の
細
註
の
三
摩
地
と
一
つ
な
り
。

△
大
教
王
と
は
、
喩
は
『
法
花
』・『
花
厳
』
は
臣
下
の
如
し
、
此
の
経
は
帝
王
の
如
く
な
る
故
に
王
と
云
う
な
り
。

△
歡

喜
地

之
初

地
（
歡
喜
地
と
は
顕
敎
に
言
う
所
の
初
地
に
非
す
）
と
は
、
歡
喜
地
と
は
顕
乘
に
所
謂
る
十
地

の
一
分
た
る
初
地
に
非
ず
し
て
、
自
家
佛
乘
の
初
地
に
し
て
自
利
々
他
円
満
す
る
初
地
な
り
。『
畧
付
法
傳
』
に
、
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初
は
本
初
、
地
と
は
心
地
と
釈
す
る
此
の
意
な
り
。

△
如

地
位

品
中
（
地
位
品
の
中
の
如
し
）
と
は
、
古
来
未
決
に
し
て
、
或
は
住
心
品
を
指
す
等
の
義
、
有
る
中
に

『
疏
』
の
第
二
に
引
き
た
も
う
所
の
『
花
厳
』
の
「
十
地
品
」
を
指
す
と
シ
リ
讓
り
た
も
う
意
は
、『
疏
』
の
引
證

の
「
十
地
品
」
を
考
え
て
知
る
べ
し
。

△
又

云
若

能
…

…
無

上
覚
（
又
云
く
、
若
し
能
く
此
の
勝
義
に
依
て
修
す
れ
ば
、
現
世
に
無
上
覚
を
成
ず
る
こ
と

を
得
る
）
と
は
、
勝
義
を
無
自
性
と
云
う
ナ
ド
ヽ
解
す
る
は
非
な
り
。
顕
の
一
心
に
対
し
て
三
密
を
指
し
て
勝
義

と
い
う
な
り
。
此
の
文
は
『
法
花
経
儀
軌
』
の
文
な
り
。
此
の
儀
軌
を
雜
部
と
云
う
は
、
両
部
雜
説
す
る
義
な
り
。

而
る
を
宗
家
は
雜
す
る
中
の
金
剛
部
な
り
。
約
し
て
引
き
た
も
う
な
り
。

△
又

云
應

當
知

…
…

為
金

剛
身
（
又
云
く
、
当
に
知
る
べ
し
、
自
身
即
ち
金
剛
界
と
な
る
。
自
身
金
剛
と
な
ん
ぬ

れ
ば
、
堅
実
に
し
て
傾
壤
無
し
、
我
れ
金
剛
身
と
な
る
）
と
は
、
金
剛
は
堅
固
不
壌
の
義
、
界
は
性
の
義
、
体
の

義
な
り
。

サ
テ
此
の
文
は
、
五
相
成
身
の
中
の
第
五
の
佛
身
圓
満
に
は
非
ず
。
第
四
の
成
金
剛
身
な
る
故
に
、
即
身
成
佛

の
證
と
は
成
す
べ
か
ら
ず
と
云
う
不
審
あ
り
。
然
り
と
い
え
ど
も
横
平
等
の
義
を
以
て
五
相
の
中
の
何
れ
に
も
ア

レ
即
身
成
佛
の
證
と
ス
ル
な
り
。
無
相
違
應
常
知
（
相
違
無
し
と
應
に
常
に
知
る
べ
し
）
は
、
指
勧
之
辞
な
り
。

△
大

日
経

云
と
は
、
金
剛
頂
部
以
下
は
、
胎
蔵
な
り
。

『
即
身
成
佛
義
聞
書
』
に
つ
い
て

―9―



△
不
捨
於
此
身
…
…
秘
密
（
此
の
身
を
捨
て
ず
し
て
、
神
境
通
を
逮
得
し
、
大
空
位
に
遊
歩
し
て
身
秘
密
を
成
す
）

連
は
、
及
ぶ
な
り
。
得
難
き
モ
ノ
ヲ
得
る
故
に
ヲ
ヨ
ブ
と
云
う
。
サ
テ
此
の
文
を
疏
家
は
、
顕
文
に
依
り
て
世
間

の
空
な
り
。
□
は
等
の
神
通
に
約
し
て
釈
し
、
宗
家
は
密
意
を
探
っ
て
深
秘
に
釈
し
た
も
う
な
り
。

△
又

云
欲

於
等
（
又
云
く
、
此
の
生
に
於
て
悉
地
に
入
ら
ん
と
欲
は
ば
、
其
の
所
應
に
隨
っ
て
之
を
思
念
せ
よ
。

親
り
尊
の
所
に
於
て
）
と
は
、
所
應
と
は
機
の
応
ず
る
所
な
り
。
思
念
と
は
、
思
は
恵
、
念
は
修
恵
な
り
。
尊
所

と
は
、
尊
は
阿
闍
梨
を
指
す
な
り
。『
智
論
』
に
、
師
の
尊
な
り
。
佛
の
如
し
と
文 い
え
り。

△
明

持
明

…
…

悉
地
（
持
明
悉
地
及
び
法
佛
悉
地
を
明
す
）
と
は
、
三
品
の
悉
地
中
に
下
・
中
二
品
は
持
明
、
上

品
は
法
佛
な
り
。
五
種
の
悉
地
の
時
は
、
前
の
四
は
持
明
、
第
五
は
法
佛
悉
地
な
り
。
サ
テ
真
言
悉
地
は
何
れ
も

持
明
悉
地
な
れ
ど
も
、
今
は
一
門
に
約
し
て
持
明
、
普
門
に
約
し
て
法
佛
悉
地
。

△
常

恒
と
は
、
二
字
共
に
ツ
ネ
ナ
レ
ド
モ
、
或
は
不
生
な
る
故
に
、
常
不
滅
の
故
に
恒
と
云
う
様
に
、
相
対
し
て

解
ス
ヘ
シ
。
又
不
去
の
故
に
常
、
不
来
の
故
に
恒
、
何
れ
ナ
リ
と
い
え
ど
も
、
義
に
任 ま
か
せて
相
対
し
て
ア
ツ
レ
ハ
文

字
ア
マ
ラ
ヌ
ナ
リ
。

△
等

覚
十

地
と
は
、
之
に
就
て
異
義
有
る
中
に
、
顕
に
も
有
ヤ
ウ
ニ
モ
ア
レ
、
従
果
向
因
の
人
を
除
て
、
従
因
至

果
の
人
を
惣
じ
て
指
す
な
り
。
是
の
如
く
見
た
る
上
に
は
、
等
覚
は
『
花
厳
』、「
十
地
」
は
天
台
と
見
て
も
相
違

ナ
サ
ル
マ
イ
。
名
身
秘
密
（
身
秘
密
と
名
く
）
と
は
、
身
を
挙
て
語
意
を
兼
る
な
り
。
佛
秘
密
シ
玉
フ
釈
に
非
ず
、

―10―
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等
覚
十
地
の
方
ヨ
リ
隔
る
な
り
。

△
真
言
法
中
…
…
不
書
（
真
言
法
の
中
に
の
み
即
身
成
佛
す
る
が
故
に
是
れ
三
摩
地
の
法
を
説
く
、
諸
敎
の
中
に

闕
し
て
書
せ
ず
）
と
は
、
真
言
法
の
中
に
の
み
と
捨
て
ガ
ナ
ヲ
ヨ
ム
本
と
、
御
筆
の
本
に
は
真
言
の
上
に
唯
の
字

有
る
を
今
除
き
玉
う
故
に
心
を
得
て
ヨ
ム
ナ
リ
。
サ
テ
此
の
一
段
の
文
に
付
て
安
然
の
解
を
、
御
鈔
物
に
挙
げ
た

り
、
言
語
道
断
の
事
な
り
。

△
他
受
用
身
所
説
顕
教
（
他
受
用
身
所
説
の
顕
敎
な
り
）
と
は
、
他
受
用
身
は
一
乘
教
の
能
化
な
り
。
正
し
く
は

此
の
如
き
な
り
。
兼
て
は
他
受
も
三
乘
を
説
き
、
反
っ
て
化
も
一
乘
教
を
説
く
な
り
。
顕
の
字
、
御
筆
の
本
に
は

諸
の
字
な
り
。

△
又
云
若
求
人
佛
恵
（
又
云
く
、
若
し
人
佛
慧
を
求
め
て
）
等
は
、
佛
恵
は
一
切
智
々
な
り
。
通
達
菩
提
心
と
は

之
に
就
て
、
或
は
五
相
成
身
の
中
の
二
ツ
ナ
ド
ヽ
云
義
ア
レ
ド
モ
、
菩
提
心
と
は
三
種
の
菩
提
心
を
指
す
な
り
。

正
く
は
三
摩
地
の
菩
提
心
、
兼
て
は
勝
義
・
行
願
の
二
を
挙
る
な
り
。

△
教
理
證
文
と
は
、
能
詮
の
教
、
所
説
の
理
共
に
即
身
成
佛
の
義
を
説
く
證
文
と
云
う
心
な
り
。

△
如
是
等
経
論
（
是
の
如
き
等
の
経
論
）
等
と
は
、
字
は
能
詮
の
文
字
、
義
は
所
詮
の
義
理
な
り
。
此
の
文
を
依

如
是
等
以
下
を
連
續
し
て
見
れ
ば
、
結
前
生
後
な
り
。

△
六
大
無
碍
常
瑜
伽
（
六
大
無
碍
に
し
て
常
に
瑜
伽
な
り
）
等
と
は
、
此
の
二
頌
八
句
を
、
或
は
恵
果
の
作
と
云

『
即
身
成
佛
義
聞
書
』
に
つ
い
て
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い
、
或
は
大
師
の
『
開
題
』
に
之
有
る
故
に
大
師
の
作
な
り
と
云
う
異
義
有
れ
ど
も
、
本
を
極
む
れ
ば
何
れ
に
約

し
て
も
相
違
無
し
。
此
の
頌
は
本
と
南
天
鉄
塔
の
内
よ
り
師
資
相
承
す
る
所
の
即
身
成
佛
の
頌
な
れ
ば
、
八
祖
の

中
、
何
れ
の
作
と
云
テ
モ
相
違
無
し
。
六
大
無
碍
等
と
は
、
無
碍
は
則
ち
即
の
義
な
り
。
六
大
に
約
す
れ
ば
無
碍

即
、
四
曼
に
約
す
れ
は
不
離
即
、
三
密
に
約
す
れ
ば
速
疾
即
と
云
う
な
り
。

△
三

密
加

持
等
と
は
、
身
密
を
以
て
加
持
す
れ
ば
佛
部
の
諸
尊
顕
現
す
る
な
り
。
語
密
を
以
て
加
持
す
れ
ば
蓮

花
部
の
諸
尊
顕
現
し
、
意
密
を
以
て
加
持
す
れ
ば
金
剛
部
の
諸
尊
顕
現
す
る
ナ
リ
。
サ
テ
顕
乘
は
遠
劫
成
佛
、
密

乘
は
即
身
成
佛
と
云
う
も
、
三
密
加
持
し
て
成
佛
す
る
上
の
事
な
り
。
六
大
無
碍
・
四
曼
不
離
の
如
き
は
顕
に
相

對
し
て
云
べ
き
重
に
も
非
ざ
る
な
り
。
無
始
法
爾
の
成
佛
な
り
。

△
重

々
帝

綱
等
と
は
、
是
れ
惣
じ
て
は
上
の
六
大
・
四
曼
・
三
密
の
重
々
無
盡
な
る
こ
と
帝
釈
羅
綱
の
彼
此
渉
入

し
て
重
々
無
碍
な
る
に
喩
る
な
り
。
然
れ
で
も
奥
に
至
っ
て
此
の
句
を
釈
す
る
時
、
三
密
円
融
の
義
を
釈
し
た
も

う
故
に
、
別
し
て
は
三
密
の
上
の
無
碍
な
り
。

△
心

数
心

王
等
と
は
、
文
は
心
数
心
王
と
、
劣
勝
の
次
第
な
れ
ど
も
、
義
は
勝
劣
の
次
第
な
り
。
サ
テ
心
王
心
所

の
相
對
に
三
義
あ
り
。
一
に
は
大
日
を
心
王
と
し
、
余
尊
を
惣
じ
て
心
所
と
す
。
一
に
は
金
剛
部
で
云
へ
ば
、
五

佛
心
王
、
余
尊
心
所
。
一
は
台
蔵
部
で
は
、
九
尊
心
王
、
余
尊
心
所
な
り
。

△
円

鏡
力

故
実

覚
智
（
円
鏡
力
の
故
に
実
覚
智
な
り
）
と
は
、
先
徳
の
意
に
依
れ
ば
、
大
日
円
鏡
、
阿

�円
鏡
有
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り
。
然
れ
ど
も
今
は
大
日
円
鏡
な
り
。
譬
へ
ば
大
に
円
な
る
鏡
の
高
く
懸
て
萬
象
を
写
す
る
如
く
、
六
大
法
身
高

く
法
界
の
頂
に
懸
け
、
十
界
の
情
・
非
情
に
辺
際
す
る
故
に
、
権
智
に
非
ざ
る
実
竟
智
を
顕
得
す
る
な
り
。
実
覚

智
は
、
大
日
の
法
界
体
性
智
な
り
。
細
註
に
成
佛
と
は
、
後
の
四
句
は
成
佛
の
両
字
を
歓
ず
る
故
に
成
佛
と
註
す

る
な
り
。
サ
テ
上
来
の
二
頌
八
句
を
理
具
・
加
持
・
顕
得
等
な
り
と
配
す
る
こ
と
『
抄
』
の
如
し
。

△
一

切
佛

法
と
は
、
此
に
雑
部
の
密
教
を
も
摂
す
る
と
い
う
義
、
非
な
り
。
両
部
を
指
し
て
佛
法
と
云
う
な
り
。

ス
レ
ハ
一
切
と
い
う
も
両
部
に
カ
ヽ
ル
一
切
な
り
。

△
初

一
句

體
…

…
無

碍
（
初
の
一
句
は
体
、
二
に
は
相
、
三
に
は
用
、
四
に
は
無
碍
な
り
）
と
は
、
頌
の
下
に
も

細
字
に
体
・
相
・
用
等
と
有
れ
ど
も
学
者
を
し
て
解
易
か
ら
し
め
ん
た
め
な
り
。
麁
細
の
両
註
を
下
し
た
も
う
な

り
。

△
五

大
及

識
（
五
大
と
及
び
識
と
な
り
）
と
は
、
実
に
は
十
大
ナ
レ
ド
モ
五
智
を
合
し
て
一
の
識
大
と
立
る
故
に

六
大
な
り
。
例
せ
ば
十
度
を
六
度
と
云
う
が
如
し
。
私
に
云
う
、
十
王
は
十
躰
な
れ
ど
も
、
一
躰
あ
れ
ど
も
十
王

と
云
う
が
如
し
。

△
大

日
経

所
謂
（
大
日
経
に
謂
ゆ
る
）
等
と
は
、
六
大
の
説
文
を
御
引
證
な
さ
れ
、
具
に
六
大
御
配
釈
之 こ
れ有
り
。

△
等
以
下
は
、
六
大
の
種
字
を
挙
て
六
大
を
説
く
経
文
に
御
配
釈
有
る
な
り
。
前
に
は
『
大
日

経
』
を
挙
げ
、
後
に
は
『
金
剛
頂
経
』
を
挙
て
、
中
間
に
御
配
釈
ナ
サ
レ
、
前
後
を
顕
し
た
も
う
事
、
宗
家
巧
妙

『
即
身
成
佛
義
聞
書
』
に
つ
い
て
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の
筆
力
な
り
。

△
縛

字
と
は
、
惣
じ
て
梵
字
を

�字
に
直
め
書
く
時
、
口
偏
に
従 よ

れ
ば
ア
ノ
声
を
付
て
読
む
な
り
。
サ
レ
ド
モ
言

使
悪
ケ
レ
ハ
、
ア
の
声
を
ヨ
マ
ス
故
に
縛
ハ

と
バ
カ
リ
ヨ
ム
な
り
。
下
の

�の
字
は
言
便
ヨ
キ
故
に
ア
ラ
と
ヨ
ム
な

り
。

△
梵

音
は
、
ア
の
響 ひ
び
きな
る
故
に
男
声
、

は
イ
の
響 ひ
び
きな
る
故
に
女
声
な
り
。
サ
テ
安
然
は
難
じ
て
云

く
、
疏
家
の
釈
の
如
く
な
れ
ば
、

は
能
覚
の
人
、

は
所
覚
の
法
に
し
て
能
覚
所
覚
、
人
法
と
異
な

る
故
に
一
字
之
転
に
は
非 あ
らず
、
如
何
ん
。
然
れ
ど
も
疏
家
は
転
声
義
別
に
依
り
、
大
師
は
字
体
同
に
依
り
て
釈
し

た
も
う
な
り
。
安
然
は
字
体
同
の
義
を
知
ら
ざ
る
故
に
妄
り
に
難
を
加
う
な
り
。

△
故

諸
経

中
所

譯
等

覚
（
諸
経
の
中
に
謂
う
所
の

と
は
、
古
く
は
遍
知
と
翻
じ
、
新
に
は
等

覚
と
譯
す
）
と
は
、
一
梵
語
を
知
れ
ど
も
、
覚
と
い
え
ど
も
訳
す
る
義
を
以
て
覚
知
の
義
、
相
渉
る
證
と
す
る
な

り
。
具
な
る
梵
語
に
は
阿
ノ
ク
タ
羅
三
藐
三
菩
提
を
、
古
に
は
無
上
正
遍
知
と
訳
し
、
新
に
は
無
上
正
等
覚
と
註

す
。
遍
知
と
は
十
界
依
正
の
理
を
遍
く
知
る
義
な
り
。
等
覚
妙
覚
の
時
の
等
の
字
は
差
別
の
義
、
次
第
の
義
。
今

は
然
か
ら
ず
。
平
等
の
等
な
り
。
上
の
遍
の
字
と
義
同
な
り
。
平
等
に
覚
悟
す
る
な
り
。

△
覚

知
義

相
渉
（
覚
知
義
相
に
渉
る
）
と
は
、
上
件
に
は
智
の
字
、
今
は
智
と
知
と
の
カ
ハ
リ
、
能
知
の
知
と
所

知
の
智
と
カ
ハ
リ
。
分
ナ
レ
ハ
今
は
通
じ
用
い
て
知
の
字
ナ
レ
ド
モ
、
智
の
字
の
證
と
す
る
な
り
。
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△
此
経
と
は
、『
大
日
経
』
な
り
。

△
号
識
…
…
得
名
（
識
を
号
し
て
覚
と
す
る
こ
と
は
、
強
き
に
従
へ
て
名
を
得
る
）
と
は
、
識
大
の
経
文
に
、
我

覚
と
云
い
て
、
識
を
覚
と
云
う
は
、
因
位
に
は
識
は
強
勝
、
智
は
劣
弱
、
果
位
は
之
に
反
す
。
今
は
果
位
な
る
故

に
強
勝
な
る
に
従
へ
て
識
を
智
と
云
う
な
り
。
覚
は
智
な
り
。

△
因
果
之
別
本
未
之
異
而
已
（
因
果
之
別
、
本
末
之
異
ま
く
の
み
）
と
は
、
異
儀
有
れ
ど
も
因
位
に
は
識
は
本
、

智
は
未
な
り
。
果
位
に
は
智
は
本
、
識
は
未
と
見
る
べ
し
。

△
約
五
佛
三
摩
地

説
（
五
佛
を
三
摩
地
に
約
し
て
是
の
如
く
説
を
作
す
）
と
は
、
五
字
を
五
方
の
佛
に
配
す

る
こ
と
ア
ヒ
ラ
ウ
ム
ケ
ン
、
次
で
の
如
く
東
南
西
北
中
、
是
れ
は
無
畏
の
所
傳
、
東
因
発
心
な
り
。
ケ
ム
ウ
ム
ラ

ヒ
ア
、
次
で
の
如
く
東
南
西
北
中
、
是
は
不
空
の
所
傳
、
中
因
発
心
な
り
。
ス
レ
ハ
金
剛
頂
部
は
中
因
、
台
蔵
部

は
東
因
発
心
な
り
。

△
天
親
等
と
は
、
十
大
論
師
の
九
人
を
等
す
る
な
り
。
此
の
論
師
等
、『
花
厳
』「
十
地
品
」
の
三
界
唯
心
の
文
に

依
て
唯
識
の
義
を
立
る
コ
ソ
心
識
義
同
の
故
な
り
。

△
自
餘
同
上
説
（
自
餘
は
上
の
説
に
同
じ
）
と
は
、
六
大
に
配
釋
等
の
こ
と
、
次
上
の
説
に
同
じ
と
な
り
。

△
又
大
日
経
云
我
即
同
心
位
（
又
大
日
経
に
云
く
、
我
れ
即
ち
心
位
に
同
な
り
）
は
、
下
の
釈
に
も
識
智
な
り
と

有
る
故
に
識
大
な
り
。
心
は
萬
法
の
集
り
住
す
る
所
な
る
故
に
位
と
云
う
な
り
。

『
即
身
成
佛
義
聞
書
』
に
つ
い
て

―15―



△
一
切
處
自
在

及
情
非
情
（
一
切
處
に
自
在
に
し
て
普
く
種
種
の
有
情
及
び
非
情
に
遍
せ
り
）
と
は
、
此
の
三

句
は
、
六
大
の
用
、
無
碍
の
義
を
説
く
故
に
、
下
の
五
大
に
通
す
る
文
な
り
。
サ
ル
ホ
ド
に
我
即
同
の
三
字
、
并

に
一
切
處
已
下
の
三
句
を
、
五
大
一
々
に
連
ら
ね
て
讀
む
べ
き
な
り
。
言
く
我
れ
即
ち
阿
字
第
一
命
に
同
じ
、
一

切
處
に
自
在
に
し
て
普
く
種
種
の
有
情
及
び
非
情
に
遍
せ
り
。
下
の
四
大
、
唯 た
だ知
る
べ
し
。
我
と
は
、
大
日
の
自

称
、
又
大
日
即
一
切
衆
生
と
見
る
と
き
は
一
切
衆
生
の
我
れ
な
り
。

△
心
則
識
智
也
（
心
は
則
ち
識
智
な
り
）
と
は
、
同
心
位
と
あ
る
心
は
、
識
大
な
る
義
を
釈
す
る
な
り
。

△
瓔
珞
経
等
と
は
、
所
余
の
経
に
も
六
大
の
説
文
之 こ
れ有
る
故
に
、
等
と
云
う
な
り
。

△
如
来
発
生
と
は
、
発
生
は
発
起
・
生
起
の
義
な
り
。
或
は
曼
タ
ラ
の
漢
語
と
す
る
義
ア
リ
。

△
救
世
因
縁
覚
に
、
利
他
の
義
は
之
無
き
故
に
、
救
世
の
文
字
は
乱
脱
と
云
う
義
有
れ
ど
も
、
縁
覚
に
も
身
通
度

人
義
、
之 こ
れ有
る
故
に
救
世
と
云
う
に
相
違
無
し
。

△
人
尊
は
、
等
覚
の
菩
薩
な
り
。

△
次
第
と
は
、
一
時
に
生
せ
ず
、
前
後
異
時
な
る
故
に
次
第
と
云
う
な
り
。

△
生
住
等
と
は
、
等
の
言
に
異
滅
を
等
す
。

△
又
云
大
日
尊
言
…
…
諸
如
来
意
（
又
云
く
、
大
日
尊
の
言

の
た
ま
わく
、
金
剛
手
、
諸
の
如
来
の
意
よ
り
）
と
は
、
経
に

は
毘
盧
遮
那
佛
言
と
云
う
な
り
。
此
の
一
段
の
経
文
に
於
て
惣
別
二
段
ア
リ
、
摂
持
四
界
以
下
別
説
段
な
り
。
而
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に
惣
説
段
に
は
大
師
の
御
註
釈
之 こ
れ無
き
故
に
解
し
難
し
。
然
れ
ど
も
別
説
段
の
御
釈
よ
り
推
し
て
解
せ
ば
、
如
来

則
ち
意
に
し
て
能
生
世
業
戯
（
能
く
随
類
形
の
…
生
ず
）
以
下
は
所
生
の
法
な
り
。
別
説
段
の
見
非
見
等
是
な
り
。

此
の
義
は
如
来
は
能
生
な
り
。
若
し
疏
家
に
依
ら
ば
、
如
来
は
意
よ
り
生
す
る
と
云
う
心
に
し
て
、
諸
如
来
は
佛

の
心
業
よ
り
生
す
る
義
な
り
。
如
来
を
所
生
と
す
る
義
な
り
。
疏
家
・
宗
家
、
五
に
経
意
多
含
を
顕
し
た
も
う
。

業
戯
と
は
、
三
業
遊
戯
な
り
。
信
解
遊
戯
、
神
変
の
戯
と
同
じ
。
行
の
舞
も
三
密
の
行
舞
な
り
。
廣
演
品
類
（
廣

く
品
類
を
演
べ
た
り
）
と
は
、
此
の
一
句
、
上
と
下
と
に
属
す
る
二
義
有
れ
ど
も
、
是
マ
デ
惣
説
段
な
る
故
に
、

文
は
上
に
属
し
、
義
は
下
へ
通
ず
る
な
り
。
品
類
は
下
に
所
謂
見
非
見
等
の
四
曼
の
諸
法
な
り
。
演
の
字
に
流
演
々

説
の
上
義
有
る
を
、
古
徳
は
別
義
の
様
に
解
す
れ
ど
も
畢
竟
同
じ
義
な
り
と
云
へ
り
。

△
摂

持
四

界
虚

定
（
四
界
を
摂
持
し
て
心
王
を
安
住
し
虚
空
に
等
同
な
り
）
と
は
、
以
下
は
別
説
段
に
し
て
此

の
三
句
は
具
に
能
生
の
六
大
を
釈
す
る
な
り
。
四
界
と
は
地
水
火
風
な
り
。
心
王
は
滅
大
、
等
同
虚
空
は
空
大
な

り
。
法
説
の
空
大
を
世
間
の
空
に
喩
る
故
に
。
等
同
虚
空
と
は
、
言
は
ば
四
大
の
色
法
を
所
住
と
し
、
心
法
を
能

住
と
し
て
其
の
量
世
間
の
空
に
等
同
な
り
と
云
う
心
な
り
。

△
成
就
廣
大
見
非
見
果
（
廣
大
の
見
非
見
の
果
を
成
就
し
）
と
は
、
此
は
所
生
の
中
の
惣
標
な
り
。
疏
家
の
意
は
、

見
と
は
種
々
遊
戯
之
相
。
非
見
と
は
涅
槃
之
理
と
文 い
え
り。
大
師
は
欲
色
界
、
無
色
界
な
り
と
釈
せ
り
。
見
則
惣
即
別

な
り
の
釈
な
り
。

『
即
身
成
佛
義
聞
書
』
に
つ
い
て
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△
出
生
一
切
（
一
切
の
声
聞
辟
支
佛
、
諸
の
菩
薩
の
位
を
出
生
す
）
等
は
、
所
生
の
中
の
別
説
な
り
。

△
見
非
見

此
色
界
（
見
非
見
と
は
、
欲
色
界
無
色
界
な
り
）
と
は
、
上
の
廣
大
見
非
見
と
い
う
。
十
界
を
惣

じ
て
云
う
を
惣
即
別
し
て
三
界
、
御
釈
之 こ
れ有
る
な
り
。
欲
・
色
二
界
は
五
蘊
を
以
て
諸
法
を
成
ず
る
故
に
可
見
な

り
。
無
色
は
四
蘊
を
以
て
成
ず
る
故
に
色
ナ
ケ
レ
バ
非
見
と
云
う
な
り
。

△
上
達
法
身
下
及
六
道
（
上
法
身
に
達
し
、
下
六
道
に
及
ぶ
ま
で
）
と
は
、
下
・
及
の
二
字
を
以
て
声
・
縁
・
菩

の
三
界
を
顕
す
故
に
、
上
下
を
挙
げ
て
中
間
を
顕
し
て
十
界
具
に
挙
る
な
り
。
サ
テ
六
大
法
身
の
論
判
は
、
題
号

の
大
毘
盧
遮
那
と
云
う
に
付 つ
けて
の
論
な
る
を
、
此
の
文
を
挙
る
は
因
の
問
題
な
り
。
此
の
文
の
法
身
は
、
所
生
の

法
と
釈
す
る
大
師
の
御
註
釈
分
明
な
る
故
に
論
無
き
處
な
り
。

△
然
猶
不
出
六
大
（
然
れ
ど
も
猶
を
六
大
を
出
で
ず
）
と
は
、
譬
へ
ば
子
に
は
大
小
、
美
醜
等
の
差
有
れ
ど
も
一

人
の
母
の
体
を
出
ぬ
が
如
く
な
り
。

△
故
佛
説

為
法
界
体
性
（
故
に
佛
六
大
を
説
く
、
法
界
体
性
と
な
し
た
も
う
）
と
は
、
別
し
て
説
所
を
云
う
は
、

『
三
摩
地
儀
軌
』
・
『
五
字
施
陀
羅
経
』
等
な
り
。
法
界
は
四
曼
法
界
な
り
。
此
の
時
は
界
は
差
別
の
義
な
り
。
体
性

と
は
六
大
な
り
。
ス
レ
ハ
法
界
力
之
体
性
な
り
。
若
し
下
に
性
の
字
も
、
体
の
字
も
ナ
キ
時
に
は
、
界
は
体
の
義
、

性
の
義
な
り
。
法
界
處
々
に
は
義
カ
ハ
ル
な
り
。
開
て
名
を
立
れ
ば
六
大
、
合
し
て
名
を
立
れ
ば
法
界
体
性
な
り
。

△
諸
顕
教
中
以
四
大
等
為
非
情
（
諸
の
顕
教
の
中
に
は
四
大
等
を
以
て
非
情
と
す
）
と
は
、
天
台
・
花
厳
等
に
も

―18―

９



非
情
成
佛
の
義
を
談
す
れ
ど
も
、
皆
々
相
即
、
或
は
圓
融
の
法
な
り
。
自
宗
の
即
事
而
真
の
法
門
と
は
、
天
姓
地

別
な
り
。
四
大
等
と
は
、
四
大
非
一
な
る
故
に
等
と
云
う
な
り
。
四
大
の
外
に
草
木
等
を
等
す
る
と
は
云
は
ざ
る

な
り
。

△
爲

如
来
（
如
来
の
三
摩
耶
身
と
す
）
等
と
は
、
別
し
て
云
へ
ば
大
日
如
来
、
惣
じ
て
云
へ
ば
曼
タ
ラ
の
諸
尊
を

指
し
て
如
来
と
云
う
な
り
。

△
心

色
雖

異
其

性
即

同
（
心
色
異
な
り
と
雖
も
其
の
性
即
ち
同
な
り
）
と
は
、
色
法
は
有
体
□
碍
な
り
。
心
法
は

然
ら
ず
、
故
に
名
字
に
依
れ
ば
異
な
り
と
雖
も
、
其
の
体
性
は
即
ち
同
な
り
。

△
色

即
心

無
碍
（
色
即
ち
心
、
心
即
ち
色
、
無
障
無
碍
な
り
）
と
は
、
色
即
心
と
云
へ
ば
、
色
心
無
碍
の
道
理

を
聞
く
と
雖
も
、
言
を
左
右
に
し
て
具
に
釈
し
た
も
う
な
り
。
無
障
無
碍
は
、
次
で
の
如
く
上
二
句
に
も
配
し
、

或
は
又
通
じ
て
も
カ
ク
ル
な
り
。

△
智
即

理
即
智
（
智
即
ち
境
、
境
即
ち
智
、
智
即
ち
理
、
理
即
ち
智
）
と
は
、
智
は
心
法
に
し
て
第
六
の
識
大
、

境
と
は
前
五
大
の
理
な
り
。
四
句
皆
な
言
の
左
右
を
以
て
同
じ
こ
と
を
具
に
挙
ぐ
る
な
り
。

△
無

碍
自

在
を
諸
句
の
に
カ
ク
コ
ト
は
、
次
上
の
無
障
無
碍
に
唯
た
知
る
べ
し
。

△
雖

有
能

所
二

生
皆

是
密

号
（
能
所
の
二
生
有
り
と
雖
も
都
て
能
所
を
絶
せ
り
。
法
爾
の
道
理
に
は
人
の
造

作
か
有
ら
ん
。
能
所
等
の
名
は
皆
な
是
れ
密
號
な
り
）
と
は
、
言
は
ば
且
く
六
大
は
能
生
、
四
曼
は
所
生
と
云
い

『
即
身
成
佛
義
聞
書
』
に
つ
い
て
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て
能
所
生
有
り
と
立
つ
御
本
と
、
六
大
も
法
爾
、
四
曼
も
法
爾
な
る
故
に
都
て
能
所
の
名
字
を
絶
す
る
な
り
。
是

の
如
き
法
爾
の
道
理
に
何
ん
と
し
て
生
す
る
の
、
生
ぜ
ぬ
の
と
云
様
な
造
作
ア
ラ
ン
ヤ
。
而
る
を
法
爾
の
上
に
且

く
能
所
の
名
を
立
ち
た
も
う
は
、
皆
以
て
佛
の
密
号
名
字
と
云
う
な
り
。

△
不

可
作

種
々

戯
論
（
種
々
の
戯
論
を
作
す
べ
か
ら
ず
）
と
は
、
能
所
の
別
執
を
執
し
て
生
滅
、
去
来
等
の
種
々

の
妄
想
戯
論
を
ナ
ス
ベ
カ
ラ
ズ
と
云
う
心
な
り
。

△
如

是
六

大
之

身
（
是
の
如
く
の
六
大
法
界
体
性
所
成
之
身
）
と
は
、
上
来
は
別
釈
、
以
下
は
惣
釈
な
り
。

六
大
法
界
体
性
は
、
六
大
即
法
界
体
性
な
り
と
見
る
。
次
上
に
所
成
之
身
と
は
、
六
大
四
曼
と
大
き
に
分
つ
如
き

の
四
曼
に
は
非
ず
、
性
佛
性
然
の
四
曼
な
り
。

△
無
障
無
碍
…
…
住
實
際
（
無
障
無
碍
に
し
て
互
相
に
渉
入
相
應
し
、
常
住
不
変
に
し
て
同
じ
く
実
際
に
住
せ
り
）

と
は
、
惣
釈
の
中
に
無
障
無
碍
等
は
頌
の
無
碍
の
二
字
に
当
て
釈
し
、
常
住
不
変
以
下
は
頌
の
常
の
字
を
釈
す
る

な
り
。
別
し
て
瑜
伽
の
字
は
之 こ
れ無
し
と
雖
も
、
無
碍
と
常
と
を
釈
す
る
。
因
み
に
渉
入
相
応
と
云
う
、
同
住
実
際

と
云
て
、
自
瑜
伽
の
字
を
釈
す
る
な
り
。

△
無

碍
者
以
下
は
、
又
別
釈
な
り
。

△
不

動
不

壤
等
と
は
、
自
の
為 た
めに
も
動
ぜ
ず
、
他
の
為 た
めに
も
壤
せ
ざ
る
な
り
。
等
の
言
に
は
、
不
生
不
滅
等
の
不

の
字
の
相
応
す
る
分
は
皆
な
等
す
る
な
り
。
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△
四

種
曼

荼
羅
等
（
四
種
曼
荼
各
不
離
）
等
と
は
、

△
大

日
経

説
等
と
は
、
胎
金
両
部
の
経
を
引
て
四
曼
の
義
を
釈
し
た
も
う
中
に
、
四
曼
の
名
義
は
金
剛
頂
部
に
出

て
、
大
日
経
に
は
名
字
は
ナ
ク
、
義
と
し
て
説
い
て
有
る
な
り
。
約
し
て
先
づ
『
大
日
経
』
を
引
き
た
も
う
な
り
。

然
る
上
は
両
部
の
中
に
何
れ
に
は
説
く
、
何
れ
に
は
説
ケ
ヌ
ナ
ド
ヽ
云
う
異
説
は
皆
な
非
な
り
。

△
字
と
は
、
法
四
曼
等
以
下
は
御
注
釈
な
り
。

△
相

好
と
は
、
三
十
相
、
八
十
種
好
な
り
。
好
と
云
う
は
、
ヨ
シ
ト
云
う
義
に
は
好
楽
の
義
あ
り
。
一
切
衆
生
佛

身
の
相
好
を
見
て
は
欲
し
楽
う
故
に
好
と
云
う
な
り
。

△
威

儀
は
、『
左
傳
』
に
注
あ
り
。

△
依

金
剛

経
説
（
金
剛
頂
経
の
説
に
依
ら
ば
）
と
は
、
金
剛
頂
部
の
中
に
別
し
て
説
所
を
云
う
、
『
教
王
経
』
・

『
理
趣
釈
経
』
等
な
り
。

△
一

大
曼

荼
羅
（
一
に
は
大
曼
荼
羅
）
等
と
は
、
大
師
の
余 ※

處
の
釈
に
依
ら
ば
、
能
成
の
六
大
の
大
を
所
成
の
四

曼
に
被
ら
し
め
て
大
曼
と
云
う
な
り
。
大
が
曼
荼
ラ
依
主
な
り
。
之
に
就
て
若
し
此
の
義
な
ら
ば
、
余
の
三
曼
に

も
大
の
字
を
被
ら
シ
ム
ヘ
シ
ト
云
う
難
あ
り
、
然
れ
ど
も
所
成
の
中
に
惣
と
ナ
リ
。
初
タ
ル
ニ
約
し
て
名
く
る
故

に
相
違
無
し
。

△
又

以
五

相
瑜

伽
（
又
五
相
を
以
て
本
尊
の
瑜
伽
を
成
ず
る
）
と
は
、
真
言
行
者
は
五
相
三
密
の
妙
行
を
凝

『
即
身
成
佛
義
聞
書
』
に
つ
い
て
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し
、
本
尊
の
ユ
ガ
に
住
す
る
を
も
大
曼
タ
ラ
と
云
う
な
り
。
扨
て
安
然
の
義
に
、
佛
菩
薩
相
好
身
は
、
諸
佛
内
證

大
曼
な
り
。
綵
晝
其
形
像
（
其
の
形
像
を
綵
晝
す
る
）
と
は
、
未
來
住
持
の
大
曼
。
五
相
を
以
て
本
尊
瑜
伽
を
成

ず
る
は
、
行
者
修
行
の
大
曼
な
り
と
分
別
せ
り
。
是
は
文
相
分
明
に
し
て
易
解
な
り
。
三
摩
耶
曼
タ
ラ
唯
知
せ
よ
。

法
・
羯
の
二
曼
は
、
行
者
修
行
の
曼
タ
ラ
を
欠
す
る
な
り
。

△
金

剛
縛
と
は
、
二
つ
の
印
母
有
り
。
一
切
の
印
を
生
す
る
中
の
一
つ
な
る
が
如
き
は
、
此
の
事
相
の
所
談
に
し

て
顕
露
の
談
に
は
斟
□
。

△
又

法
身

三
摩

地
及

一
切

契
経
（
又
法
身
の
三
摩
地
及
び
一
切
の
契
経
）
と
は
、
法
身
の
三
摩
地
と
云
う
を
、
四

種
法
身
に
得
す
る
義
は
非
ざ
る
な
り
。
金
胎
両
部
に
カ
ケ
テ
法
身
三
摩
地
と
云
う
。
一
切
の
顕
教
に
得
し
て
一
切

契
経
と
い
う
な
り
。
顕
経
を
挙
げ
る
は
開
会
せ
し
め
る
な
り
。

△
如

是
四

種
曼

荼
智

印
（
是
の
如
く
の
四
種
曼
荼
羅
、
四
種
智
印
）
と
は
、
四
曼
・
四
智
印
の
配
当
は
、
『
四

曼
義
』
に
見
え
た
り
。

△
彼

不
離

此
（
彼
は
此
を
離
れ
ず
）
等
以
下
は
、
不
離
の
二
字
を
釋
す
。
是
も
言
を
左
右
に
し
て
、
具
に
釈
し
た

も
う
な
り
。

△
空

光
と
は
、
之
に
就
て
異
義
有
れ
ど
も
、
且 た
ゝ大
き
に
空
と
光
と
の
二
物
無
碍
の
義
と
見
る
べ
し
。

△
不

離
は
、
生
佛
不
離
等
の
義
な
り
。
六
大
の
無
碍
即
と
は
懸
に
カ
ワ
ル
な
り
。
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△
三
密
加
持
速
疾
顕
と
は
、
三
密
修
行
に
依
て
三
部
の
諸
尊
の
顕
現
す
る
こ
と
、
上
の
頌
の
下
に
見
る
。
他
よ
り

来
る
に
非
ず
。
来
る
よ
り
自
身
所
具
の
諸
尊
な
る
故
に
速
疾
と
は
、

△
是
甚
深
微
細
（
甚
深
微
細
に
し
て
）
と
は
、
深
中
の
深
の
故
に
是
を
云
い
、
細
中
の
細
の
故
に
微
と
云
う
な
り
。

△
等
覚
十
地
と
は
、
先
づ
等
覚
は
花
厳
、
十
地
は
天
台
な
り
。
惣
じ
て
云
へ
ば
顕
密
に
通
じ
、
従
因
至
果
の
等
覚

十
地
な
り
。

△
一
一
尊
と
は
、
所
顕
之
諸
尊
な
り
。

△
互
相
加
入
彼
此
摂
持
（
互
相
加
入
し
彼
此
摂
持
せ
り
）
と
は
、
初
の
句
は
加
の
字
を
釈
し
、
後
の
句
は
持
の
字

を
釈
す
。
惣
じ
て
加
持
に
於
て
人
々
法
々
人
法
等
の
種
々
有
る
中
に
、
是
は
佛
々
加
持
な
る
故
に
人
々
加
持
な
り
。

△
衆
生
三
密
と
は
、
衆
生
本
有
之
三
密
な
り
。

△
若
有
真
言
行
人
（
若
し
真
言
行
人
有
り
て
）
等
は
、
以
下
は
三
密
加
持
の
得
益
を
明
す
。
此
の
義
と
は
次
上
の

加
持
の
義
な
り
。

△
心
住
三
摩
地
（
心
三
摩
地
に
住
す
れ
ば
）
と
は
、
常
途
の
如
き
の
三
摩
地
に
は
非
ず
。
五
部
の
秘
観
、
三
密
の

妙
行
を
云
う
な
り
。
上
に
已
に
見
え
た
り
。

△
早
得
大
悉
地
（
早
く
大
悉
地
を
得
る
）
と
は
、
速
疾
顕
の
義
を
釈
す
。
大
悉
地
と
は
、
三
品
の
中
の
上
品
な
る

故
に
大
と
云
う
。

『
即
身
成
佛
義
聞
書
』
に
つ
い
て
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△
故

経
云
と
は
、『
金
剛
頂
金
輪
儀
軌
』（『
一
字
頂
輪
王
一
切
時
処
儀
軌
』）
之
文
な
り
。

△
印

心
（
心
を
印
す
れ
ば
）
と
は
、
心 し
んと
訓
す
べ
し
。
額 ひ
た
い等
は
皆
な
訓
じ
て
、
心
バ
カ
リ
音
に
読
む
べ
き
子
細
無

き
な
り
。
其
の
上
ヘ
マ
ギ
レ
テ
冝
す
べ
か
ら
ず
。

△
成

鏡
智

體
（
鏡
智
を
成
じ
て
速
に
菩
提
心
金
剛
堅
固
の
體
を
獲
る
）
と
は
、
大
円
鏡
智
は
東
方
阿

�如
来

な
り
。
五
点
の
と
き
は
発
心
菩
提
心
な
り
。
金
剛
堅
固
は
菩
提
心
の
譬
な
り
。
金
剛
は
名
を
挙
げ
、
堅
固
は
義
を

挙
く
。
体
は
阿

�佛
の
身
を
指
す
。

△
印

額
荘

厳
身
（
額
を
印
す
れ
ば
当
に
知
る
べ
し
、
平
等
性
智
を
成
じ
て
速
に
潅
頂
地
福
聚
荘
厳
の
身
を
獲

る
）
と
は
、
南
方
宝
生
如
来
の
智
な
り
。
潅
頂
地
と
は
、
自
證
の
果
を
満
す
る
佛
地
、
是
を
金
剛
薩

�の
地
位
と

云
う
な
り
。
潅
頂
と
は
、
世
間
の
王
の
四
大
海
の
水
を
以
て
太
子
の
頂
に
潅
ぎ
、
而
し
て
後
に
王
位
を
授
る
如
く
、

五
智
の
法
水
を
潅
い
で
佛
位
を
授
く
る
義
な
り
。

△
福

聚
身
（
福
聚
荘
厳
身
）
と
は
、
福
聚
は
能
荘
厳
、
身
は
所
荘
厳
な
り
。

△
密

語
印

口
察

智
（
密
語
を
も
っ
て
口
を
印
す
る
時
、
妙
観
察
智
を
成
じ
て
）
と
は
、
西
方
弥
陀
如
来
不
思

議
の
智
を
以
て
衆
生
を
観
察
し
て
法
輪
を
轉
し
た
も
う
尊
の
故
に
、
妙
観
察
智
と
云
う
な
り
。

△
即

能
轉

法
輪
（
即
ち
能
く
法
輪
を
轉
し
）
と
は
、
正
し
く
は
真
言
の
五
部
、
三
密
等
の
法
輪
を
轉
し
、
兼
て
は

諸
顕
教
を
説
く
な
り
。
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△
得

佛
智

恵
身
（
佛
の
智
慧
身
を
得
る
）
と
は
、
実
智
は
阿

�佛
の
位
に
て
得
る
故
に
、
此
の
智
恵
身
と
大
悲
権

智
な
り
。

△
誦

密
言

智
（
密
言
を
誦
し
て
頂
を
印
す
れ
ば
成
所
作
智
を
成
ず
）
と
は
、
成
所
作
智
は
北
方
の
智
な
り
。

△
変

化
身
と
は
、
即
ち
釈
迦
如
来
辺
、
或
は
不
空
成
就
佛
と
も
名
く
な
り
。

△
由

比
印

密
言

法
界

身
（
此
の
印
密
言
に
由
て
自
身
を
加
持
す
る
は
、
法
界
体
性
智
毘
盧
遮
那
佛
の
虚
空
法

界
身
を
成
す
）
と
は
、
是
れ
則
ち
中
央
大
日
如
来
な
り
。
法
界
体
性
の
こ
と
次
上
に
見
え
た
り
。
法
界
体
性
智
は

法
、
毘
ル
サ
ナ
は
人
な
り
。
虚
空
法
界
身
は
其
の
体
を
挙
る
。
虚
空
は
譬
へ
に
約
し
て
竪
な
り
。
法
界
は
法
に
し

て
横
な
り
。
サ
テ
先
徳
は
、
四
種
法
身
の
外
に
法
界
身
を
立
て
た
も
う
。
意
と
相
合 か
な
うな
り
。
上
来
は
四
種
法
身
、

今
の
法
界
身
と
ア
ル
ハ
法
界
身
が
故
に
。

△
法

身
真

如
観
と
は
、
法
身
と
は
諸
法
の
所
依
と
ナ
リ
。
諸
法
の
聚
集
す
る
所
な
る
故
に
法
身
と
云
う
な
り
。
真

如
と
は
如
は
似
な
り
。
彼
此
の
諸
法
の
真
理
は
相
似
す
る
故
に
真
如
と
云
う
な
り
。
人
法
並
挙
て
法
身
真
如
と
云

う
な
り
。

△
一

縁
と
は
、
能
縁
も
所
縁
も
一
平
等
な
る
を
一
縁
と
云
う
。
一
相
と
は
、
能
縁
の
相
、
所
縁
の
相
の
一
相
な
る

を
云
う
。
一
縁
と
云
う
は
、
各
分
に
し
て
聞
ユ
レ
ど
も
重
ね
て
具
に
一
相
と
云
う
。

△
猶

如
虚

空
（
猶
し
虚
空
の
如
し
）
と
は
、
虚
空
の
万
物
に
於
て
少
し
も
偏
頗
は
ナ
キ
な
り
。

『
即
身
成
佛
義
聞
書
』
に
つ
い
て
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△
無
問
修
習
と
は
、
儒
の
所
謂
る
、
鳥
の
数
々
飛
ぶ
が
如
し
と
、
是
れ
無
問
修
習
と
同
じ
意
な
り
。

△
頓
集
一
大

資
糧
（
頓
に
一
大
阿
僧
祇
劫
の
福
智
の
資
糧
を
集
む
）
と
は
、
地
前
三
劫
、
地
上
二
劫
の
二
通

り
有
る
中
に
、
地
前
三
劫
は
両
部
の
大
経
の
法
相
の
故
に
実
義
と
す
る
な
り
。
此
の
時
は
、
今
一
大
僧
祇
と
云
う

は
第
三
劫
を
挙
て
初
二
を
顕
は
す
。
若
し
又
地
上
二
劫
の
法
相
な
ら
ば
、
一
大
僧
祇
と
云
は
ば
、
初
地
の
キ
ワ
マ

デ
ヲ
取
る
な
り
。
然
れ
ど
も
実
義
に
依
て
地
前
三
劫
の
義
を
以
て
解
す
べ
し
。
福
は
前
五
度
、
智
は
第
六
の
般
若

波
羅
蜜
な
り
。

△
十
地
等
覚
と
は
、
十
地
は
第
十
地
、
乃
至
の
言
は
、
第
二
地
よ
り
第
九
地
に
テ
ヲ
含
む
な
り
。
等
覚
の
覚
の
字

は
平
等
の
義
に
は
非
ず
。
ツ
イ
ヅ
ル
と
云
て
次
第
の
義
な
り
。
妙
覚
に
一
等
降
る
義
な
り
。

△
具
薩
般
若
（
薩
般
若
を
具
し
）
よ
り
共
同
に
て
は
、
初
地
に
カ
ケ
常
以
て
無
別
の
縁
之 こ
れ異
に
し
て
、
無
差
別
の

縁
を
無
縁
と
云
う
な
り
。
大
悲
利
楽
は
拔
苦
与
楽
な
り
。

△
作
大
佛
事
（
大
佛
事
を
作
す
）
と
は
、
化
他
の
事
業
な
り
。

△
又
云
若
依
毘
盧

用
身
（
又
云
く
、
若
し
毘
盧
遮
那
佛
自
受
用
身
）
と
は
、
ヒ
ル
サ
ナ
は
両
部
に
通
ず
る
中
、

今
は
金
剛
頂
部
能
説
の
自
受
用
智
身
な
り
。

△
大
普
賢
等
と
は
、
大
普
賢
即
金
剛
薩

�な
り
。
一
曼
荼
羅
の
諸
尊
の
惣
体
な
る
故
に
云
う
大
な
り
。
他
受
用
身

智
と
は
、
上
の
聖
智
は
理
智
の
中
の
智
な
り
。
他
受
用
身
智
は
他
に
被
る
智
な
り
。
未
来
入
壇
潅
頂
の
受
者
も
尽

―26―
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く
此
の
智
を
蒙
る
な
り
。
若
し
依 ヨ
リ・
是
ぜ

マ
デ
の
経
文
に
付
て
無
窮
の
料
簡
有
れ
ど
も
、
先
徳
の
『
即
身
章
』
に
依

て
解
す
べ
し
。

△
羯
磨
と
は
、
□
業
則
ち
三
摩
耶
戒
を
受
る
と
き
の
事
業
な
り
。

△
以
普
賢
と
は
、
下
の
金
剛
薩

�と
別
に
非
ず
、
一
人
な
り
。

△
引
入

身
中
（
金
剛
薩

�を
引
入
し
て
其
の
身
中
に
入
る
）
と
は
、
受
者
の
心
中
に
住
無
為
戒
と
て
本
有
の

戒
ア
ル
ヲ
知
ら
ざ
る
人
の
た
め
に
、
金
剛
サ
タ
を
其
の
身
中
に
引
入
し
て
、
是
を
縁
と
し
て
本
有
の
戒
体
を
顕
す

な
り

△
三
昧
耶

�羅
尼
門
と
は
、
無
量
無
作
の
功
徳
を
証
す
る
中
に
、
具
く
三
昧
と
惣
持
と
の
二
を
挙
る
な
り
。

△
不
思
議
法
は
、
三
密
の
妙
法
な
り
。

△
我
執
と
は
、
之 こ
れに
就
て
人
執
を
挙
て
法
執
を
顕
す
と
い
う
義
も
ア
レ
ど
も
、
次
下
に
人
法
二
空
と
云
ヨ
リ
見
れ

ば
、
人
我
法
我
の
二
を
我
執
と
云
う
な
り
。
サ
テ
法
相
宗
の
心
は
、
佛
果
の
無
問
道
に
人
執
の
習
気
マ
デ
ヲ
断
じ
、

自
宗
の
初
地
ニ
テ
人
法
共
に
断
す
る
な
り
。

△
集
得
身
中
大

智
恵
（
身
中
に
一
大
阿
僧
祇
劫
の
所
集
の
福
徳
智
慧
を
集
得
し
つ
）
と
は
、
上
に
准
じ
て
知

れ
。

△
爲
生
在
佛
家
（
佛
家
に
生
在
す
と
す
）
と
は
、
初
地
に
到
っ
て
云
う
な
り
。
譬
へ
ば
世
間
の
子
の
己
が
次
く
べ

『
即
身
成
佛
義
聞
書
』
に
つ
い
て
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く
家
に
生
在
す
る
如
く
、
初
地
は
必
ず
し
も
佛
の
位
を
次
く
べ
く
位
な
る
故
に
、
生
在
佛
家
と
云
う
な
り
。

△
其

人
従

佛
法

財
従

法
化

生
（
其
の
人
一
切
如
来
の
心
従
り
生
じ
、
佛
口
従
り
生
じ
、
佛
法
従
り
生
し
、
法
化

従
り
生
じ
、
佛
の
法
財
を
得
る
）
と
は
、
今
、
初
地
を
得
る
こ
と
は
法
門
の
中
の
功
徳
に
化
度
セ
ラ
レ
タ
ル
故
ナ

レ
バ
、
法
化
從
り
生
ず
る
と
云
う
な
り
。
サ
テ
是
を
四
智
に
約
す
る
と
云
う
義
は
、
非
な
り
。
心
從 よ

り
生
す
る
は

意
密
、
佛
從
よ

り
生
す
る
は
語
密
、
佛
法
從 よ

り
生
す
る
は
身
密
。
法
化
と
佛
法
財
と
は
各
三
密
に
通
ず
る
な
り
。
此

の
如
き
見
れ
ば
文
相
分
明
な
り
。

△
法

財
と
は
、
教
法
と
は
、
儀
軌
に
は
者
の
字
無
し
。
其
の
上
彼
れ
は
細
字
な
れ
ど
も
、
今
は
、
大
師
御
自
分
の

細
註
に
乱
れ
た
る
こ
と
を
簡
て
麁
字
に
書
き
た
も
う
な
り
。

△
此
明

之
益
（
此
の
初
て
菩
提
心
戒
を
授
る
時
、
阿
闍
梨
の
加
持
方
便
に
由
て
得
る
所
の
益
を
明
す
）
と
は
、

大
師
の
注
釈
な
り
。

△
則

於
阿

ノ
ク

種
子
（
則
ち
阿
賴
耶
識
の
中
に
於
て
金
剛
界
の
種
子
を
種
う
）
と
は
、
第
八
識
中
の
煩
悩
の

種
子
を
除
て
三
密
堅
固
の
種
子
を
種
る
義
な
り
。
譬
へ
ば
田
中
の
草
種
を
除
て
五
穀
の
種
子
を
降
す
が
如
し
。

△
具

受
名

号
（
具
さ
に
潅
頂
受
職
の
金
剛
名
号
を
受
て
）
と
は
、
我
が
大
師
、
投
花
を
中

�に
得
て
金
剛
名

号
を
受
け
た
も
う
如
く
然
な
り

△
從

此
已

後
と
は
、
二
地
以
上
。
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△
受
得

法
（
広
大
甚
深
不
思
議
の
法
を
受
得
し
て
）
と
は
、
化
地
の
徳
の
勝
る
こ
と
を
明
す
。
広
大
は
横
に

約
し
、
甚
深
は
竪
に
約
す
な
り
。
大
ナ
ル
中
に
も
大
ナ
レ
ハ
広
と
云
う
。
深
ナ
ル
中
に
も
深
ナ
レ
ハ
是
れ
竪
と
云

う
。

△
超
越
二
乘
十
地
（
二
乘
十
地
を
超
越
す
）
と
は
、
二
乘
は
常
の
二
乘
、
十
地
は
四
家
大
乘
の
十
地
な
り
。
文
点

を
読
む
等
サ
マ

�
の
異
義
皆
非
な
り
。
或
は
又
二
乘
を
上
の
広
大
に
カ
ケ
テ
、
十
地
を
上
の
是
源
に
カ
ケ
テ
解

す
る
も
又
非
な
り
。

△
此
大
金
剛
薩

�五
密
瑜
伽
法
門
と
は
、
『
五
秘
密
儀
軌
』
に
於
て
は
、
金
薩
を
中
台
と
す
る
故
に
大
と
云
う
な

り
。
此
尊
に
欲
觸
愛
慢
の
四
菩
薩
を
加
え
て
此
五
尊
の
瑜
伽
を
五
密
ユ
カ
と
云
う
な
り
。
三
重
の
祕
密
の
中
に
惣

じ
て
秘
密
と
云
は
ば
初
重
に
当
り
、
今
の
五
尊
は
第
二
重
の
祕
密
に
当
る
が
故
に
、
別
し
て
五
秘
密
と
云
う
な
り
。

△
見
聞
覚
知
と
は
、
惣
じ
て
六
根
を
挙
る
な
り
。
覚
は
觸
の
義
な
り
。
則
ち
鼻
舌
身
に
通
ず
る
な
り
。
人
法
二
空

の
執
と
は
、
二
空
則
ち
執
に
は
非
ず
。
人
法
を
空
な
り
と
知
れ
ば
、
ヨ
キ
ウ
劫
て
人
法
與
に
有
な
り
。
常
住
な
り

と
執
す
る
を
、
人
法
二
空
の
執
と
云
う
故
に
、
二
空
が
執
依
主
の
心
な
り
。

△
涅
槃
生
死
と
、
不
染
不
着
と
逆
次
に
配
す
る
な
り
。
則
ち
悲
智
の
二
徳
な
り
。

△
五
趣
と
は
、
修
羅
を
摂
し
て
云
う
な
り
。

△
分
身
百
億
遊
諸
趣
中
（
百
億
に
身
を
分
ち
諸
趣
の
中
に
遊
ん
で
）
と
は
、
百
億
に
分
つ
は
、
初
地
の
菩
薩
の
化

『
即
身
成
佛
義
聞
書
』
に
つ
い
て
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身
な
り
。
第
二
地
と
千
億
第
三
地
は
、
万
億
乃
至
不
可
説
に
分
身
す
る
な
り
。
或
は
地
獄
・
餓
鬼
等
の
中
に
入
れ

と
も
深
か
ら
ざ
る
事
、
譬
へ
ば
水
中
に
溺
る
る
人
を
救
わ
ん
が
た
め
に
水
に
得
た
る
人
、
水
中
に
入
れ
ど
も
少
し

も
溺
れ
ざ
る
が
如
き
な
り
。

△
増

上
縁
に
、
異
義
ア
レ
ド
モ
イ
カ
ニ
モ
三
縁
の
中
の
増
三
縁
な
り
。
余
の
二
縁
に
勝
る
が
故
に
増
三
と
云
う
な

り
。

△
毘

盧
三

身
（
毘
盧
遮
那
三
身
の
果
位
）
と
は
、
釈
迦
の
三
身
に
揀
て
別
し
て
大
日
の
上
執
、
応
化
の
三
身

な
り
。
此
の
三
身
次
で
の
如
く
佛
蓮
金
の
三
部
に
配
す
る
な
り
。

△
如

是
経

等
（
是
の
如
く
の
経
等
）
と
は
、
上
来
は
経
を
引
き
、
以
下
は
上
来
を
畧
し
て
結
し
た
も
う
な
り
。

△
説
此
速
疾
力

神
通
（
此
の
速
疾
力
不
思
議
神
通
の
三
摩
地
の
法
）
と
は
、
自
宗
を
、
或
は
神
通
乘
と
名
け
。

或
る
處
に
は
、
於
発
意
頃
使
至
所
詣
（
発
意
の
頃
に
於
て
所
詣
に
至
ら
し
む
）
と
云
う
。
皆
な
速
疾
力
不
思
議
神

通
三
摩
地
の
意
な
り
。

△
若

有
人
（
若
し
人
有
て
）
以
下
は
、
得
益
を
挙
ぐ
。

△
現

身
獲

得
五

神
通
（
現
身
に
五
神
通
を
獲
得
す
）
と
は
、
初
地
は
未
だ
菩
薩
位
な
る
故
に
、
五
神
通
を
得
る
こ

と
を
明
す
説
処
も
ア
リ
。
所
す
る
処
に
依
り
て
替
る
な
り
。

△
進

入
佛

位
と
は
、
二
利
円
滿
の
果
体
を
云
う
。
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△
依
此
義
と
は
、
上
件
に
引
く
所
の
経
文
に
三
密
の
加
持
力
に
依
て
三
部
の
諸
尊
顕
現
す
る
義
を
説
く
を
指
し
て
、

此
の
義
と
云
う
な
り
。

△
加
持
者
等
以
下
は
、
又
別
し
て
加
持
の
二
字
を
釈
す
。
中
に
於
て
惣
標
別
釈
あ
り
、
知
り
易
し
。

△
行
者
若
能
（
行
者
若
し
能
く
）
等
以
下
は
、
速
疾
顕
を
釈
す
。
此
の
理
趣
と
は
二
密
加
持
の
○
理
趣
な
り
。
顕

現
等
と
は
、
上
は
速
疾
の
二
字
を
釈
し
、
以
下
は
顕
の
一
字
を
釈
す
。

△
本
有
三
身
と
は
、
自
身
所
の
本
有
之
三
身
と
云
う
コ
ト
ヲ
畧
し
て
、
本
有
の
三
身
と
云
う
な
り
。

△
如
常
即
時
即
同
（
常
の
即
時
即
日
の
如
し
）
と
は
、
以
て
譬
へ
ば
即
身
の
義
を
釈
す
る
な
り
。
世
間
に
於
て
時

ヲ
モ
ウ
ツ
サ
ズ
、
目
ヲ
タ
ガ
ヘ
ヌ
を
即
時
即
日
と
云
う
如
く
、
即
身
の
義
も
同
じ
事
な
り
。

△
重
々
帝
網
名
即
身
（
重
々
帝
網
な
る
を
即
身
）
等
と
文 あ
り

。
譬
喩
を
挙
く
と
は
、
重
々
帝
網
の
帝
網
を
指
す
。

△
円
融
無
碍
と
は
、
円
融
し
て
無
碍
な
る
義
。

△
帝
網
者
因
陀
羅
珠
網
也
（
帝
網
と
は
因

�羅
珠
網
な
り
）
と
は
、
因

�羅
、
此
に
は
帝
と
云
う
な
り
。
或
は
大

師
は
、
義
翻
帝
釈
と
い
え
ど
も
□
た
も
う
な
り
。

△
我
身
佛
身
衆
生
身
と
は
、
我
身
は
十
界
中
に
別
し
て
行
者
の
身
、
佛
身
は
佛
界
、
衆
生
身
は
九
界
を
挙
ぐ
る
な

り
。

△
又
有
四
種
身
（
又
四
種
の
身
有
り
）
等
と
は
、
別
し
て
両
部
に
約
し
て
釈
し
た
も
う
中
に
先
ず
金
剛
部
な
り
。

『
即
身
成
佛
義
聞
書
』
に
つ
い
て
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受
用
は
自
受
用
身
、
変
化
は
変
化
法
身
、
則
ち
他
受
用
を
摂
し
て
意
得
る
な
り
。
等
流
と
は
、
六
道
等
流
、
九
界

等
流
の
中
に
九
界
等
流
に
約
し
て
解
す
べ
し
辺
。
此
の
四
種
身
は
則
ち
四
重
曼
荼
羅
身
な
り
。

△
又

有
三

種
字

印
形

是
（
又
三
種
有
り
、
字
印
形
是
な
り
）
辺
と
は
、
胎
蔵
部
の
法
三
大
の
三
種
の
四
曼
荼
羅
身

に
約
し
て
釈
し
た
も
う
。

△
如

鏡
中

渉
入
（
鏡
中
の
影
像
と
燈
光
の
渉
入
と
の
如
し
）
と
は
、
『
顕
得
鈔
』
に
頌
の
帝
網
も
、
釈
の
鏡

中
の
顕
様
、
燈
光
の
如
き
も
皆
な
本
質
顕
様
を
分
別
し
て
い
う
。
簡
す
れ
ば
是
れ
以
て
穿
鑿
之
至
り
な
り
。
只
だ

大
様
に
帝
網
は
無
碍
の
譬
義
明
ら
か
な
り
。
顕
様
の
灯
光
は
渉
入
の
義
を
明
す
と
見
る
べ
き
な
り
。
喩
取
少
分
は

常
の
事
な
れ
ば
、
譬
説
の
上
に
深
い
い
り
、
□
は
無
用
の
事
な
り
。

△
彼

身
即

彼
身
（
彼
の
身
即
ち
是
れ
此
の
身
、
此
の
身
即
ち
是
れ
彼
の
身
）
と
は
、
二
句
は
同
じ
事
な
る
言

を
左
右
に
し
て
釈
す
る
は
、
或
は
一
類
の
愚
人
有
て
、
彼
の
身
は
即
ち
是
れ
此
の
身
は
、
彼
の
身
に
非
ず
と
、
疑

は
ん
こ
と
を
恐
れ
た
も
う
て
な
り
。
佛
身
即
ち
是
れ
等
も
唯
知
せ
よ
。
サ
テ
是
れ
は
立
ち
帰
っ
て
上
の
我
身
佛
身

衆
生
身
、
并
に
四
種
・
三
種
等
の
身
の
無
碍
渉
入
ス
ル
コ
ト
を
釈
し
た
も
う
な
り
。

△
不

同
而

同
と
は
、
名
字
に
約
し
て
不
同
、
体
に
約
し
て
而
同
な
り
。
不
異
而
異
は
准
知
せ
よ
。

△
故

三
等

無
碍
と
は
、
『
大
日
経
』
に
於
て
、
諸
法
の
中
に
三
つ
の
数
量
の
分
を
盡
く
す
を
無
碍
な
り
と
説
き
た

も
う
真
言
な
り
。
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△
等
の
経
文
に
は
、
帰
命
の
句
有
る
を
、
今
は
除
き
た
も
う
な
り
。

△
初

句
義

三
平

等
（
初
の
句
義
を
ば
無
等
と
云
い
、
次
を
ば
三
等
と
云
い
、
後
の
句
を
ば
三
平
等
と
云
う
）

と
は
、『
鈔
』
の
如
く
講
せ
り
。
中
に
句
義
と
は
、
句
義
・
字
義
ア
ル
中
に
今
は
句
を
明
す
な
り
。

△
心

佛
及

衆
生
（
心
佛
及
び
衆
生
）
と
は
、
心
は
行
者
の
心
な
り
。
此
の
心
の
悟
る
を
佛
と
云
い
、
迷
う
こ
と
を

衆
生
と
云
う
な
り
。

△
如

是
三

法
平

等
平

等
（
是
の
如
く
の
三
法
は
平
等
平
等
に
し
て
）
と
、
一
辺
と
は
、
三
と
一
と
対
し
て
各
に
約

す
れ
ば
三
法
ナ
レ
ハ
、
体
に
約
す
れ
ば
一
な
り
と
云
う
心
な
り
。
平
等
平
等
と
重
言
を
置
く
は
、
経
極
平
等
な
る

こ
と
を
顕
す
な
り
。

△
故

曰
重

重
身
（
故
に
重
重
帝
網
名
即
身
と
曰
う
）
と
は
、
次
上
の
釈
に
諸
尊
刹
塵
の
三
密
円
融
無
碍
を
明

す
と
、
之
在
り
。
故
に
六
大
・
四
曼
・
三
密
の
中
に
別
し
て
は
三
密
の
無
碍
を
明
す
。
惣
じ
て
は
六
大
四
曼
の
無

碍
に
通
す
辺
。

△
法

然
具

足
等

△
大

日
経

云
我

依
（
大
日
経
に
云
く
、
我
れ
と
は
一
切
の
本
初
な
り
、
号
し
て
世
所
依
と
名
く
）
と
は
、
我

と
は
、
大
日
尊
の
自
称
に
し
て
即
ち
阿
字
本
不
生
の
理
を
指
し
て
我
と
云
う
な
り
。
一
切
と
は
、
十
界
の
依
正
、

『
即
身
成
佛
義
聞
書
』
に
つ
い
て
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四
曼
、
三
世
間
等
の
諸
法
数
量
に
堕
ち
ず
、
故
に
一
切
と
云
っ
て
置
く
な
り
。

△
名
世
所
依
の
世
の
字
は
、
三
世
間
の
世
の
字
の
意
辺
。

△
説
法
無
等
比
本
寂
無
有
上
（
説
法
に
等
比
無
く
、
本
寂
に
し
て
上
有
る
こ
と
無
し
）
と
は
、
初
の
句
は
横
の
徳

を
歎
じ
、
次
の
句
は
竪
の
徳
を
歎
ず
る
な
り
。

△
一
切
者
挙
無
数
（
一
切
と
は
無
数
を
挙
ぐ
）
と
は
、
切
盡
辺
一
を
以
て
無
数
を
盡
く
す
故
に
一
切
と
云
う
な
り
。

△
大
自
在
と
は
、
我
は
自
在
の
義
な
り
。
法
身
の
大
我
な
る
故
に
世
間
の
小
自
在
に
□
□
、
大
自
在
と
云
う
辺
。

△
不
覚
不
知
と
は
、
至
極
、
不
悟
の
義
を
顕
し
、
不
覚
不
知
と
云
う
な
り
。

△
理
趣
と
は
、
之 こ
れに
就
て
常
途
浅
畧
の
義
と
密
義
と
二
つ
の
釈
ア
リ
。
常
途
の
義
は
、
理
は
道
理
の
理
に
し
て
浅

き
理
な
り
。
此
の
理
終 つ
い

に
真
理
に
趣
く
故
に
理
が
趣
む
く
と
云
う
意
を
以
て
、
理
趣
と
云
う
故
に
依
主
な
り
。
密

義
の
意
は
、
理
は
真
理
な
り
。
此
の
真
理
に
趣
伺
ス
ル
ト
云
う
意
な
る
故
に
、
理
即
趣
に
し
て
持
業
釈
な
り
。

△
又
云
諸
楽
欲
因
果
者
真
言
相
（
又
云
く
諸
の
因
果
を
楽
欲
す
る
者
、
彼
の
愚
夫
能
く
真
言
と
真
言
の
相
と
を

知
る
に
）
と
は
、
愚
夫
と
は
外
道
を
指
す
な
り
。
設
ひ
真
言
行
者
な
れ
ど
も
因
果
を
樂
欲
す
る
者
は
、
皆
以
て
外

道
の
種
類
な
る
故
に
愚
夫
と
云
う
な
り
。
言
は
ば
或
い
は
九
十
六
種
、
三
十
種
、
十
知
見
等
の
諸
の
外
道
の
此
の

因
を
修
め
、
彼
の
果
を
復
る
べ
し
。
因
果
を
楽
欲
す
る
彼
の
愚
夫
の
如
き
は
、
真
言
と
真
言
の
相
を
知
る
こ
と
は

中
々
ナ
ラ
ヌ
ナ
リ
。
真
言
と
は
俗
諦
、
真
言
相
と
は
実
相
辺
、
相
は
実
相
の
相
な
り
。
又
真
言
の
上
の
字
相
、
字
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義
ホ
ド
の
意
な
り
。

△
説
因
非
作
者
（
因
は
作
者
に
非
ず
と
説
け
ば
）
と
は
、
作
者
は
十
六
知
見
の
隨
一
な
り
。
因
は
果
を
作
す
者
と

云
う
心
で
作
者
と
云
う
な
り
。
今
言
る
は
因
果
と
い
え
ど
も
不
生
な
る
故
に
因
は
果
を
作 な
して
人
に
非
す
と
説
け
ば
、

自 お
の
ずか
ら
彼
の
果
も
不
生
心
な
り
と
ぞ
云
う
。

△
當
知
真
言
果
（
当
に
知
る
べ
し
、
真
言
の
果
）
と
は
、
真
言
の
果
と
云
う
モ
ノ
ハ
因
果
と
い
え
ど
も
本
来
不
生

不
滅
ナ
レ
ハ
、
凡
夫
外
道
の
楽
欲
す
る
所
の
修
因
得
果
の
如
き
の
因
果
を
ば
盡
く
遠
離
す
る
な
り
。

△
又
金
剛
頂
云
等
と
は
、『
瑜
祇
経
』
を
取
意
し
て
引
き
た
も
う
な
り
。

△
乃
至
と
は
、
数 あ
ま
たの
文
句
を
乃
至
と
す
。

△
五
億
と
は
、
五
智
の

�幟
（
表
示
）
な
り
。

△
此
義
也
と
は
、
法
然
具
足
の
義
ぞ
と
。

△
自
然
如
是
の
如
是
を
、
上
を
指
す
と
云
う
古
徳
の
義
は
非
な
り
。

△
成
就
と
、
無
關
少
と
は
、
同
じ
事
の
中
に
成
就
は
表
徳
に
約
し
、
無
關
少
は
遮
情
に
約
す
。

△
訛
略
と
は
、
薩
般
若
も
訛
略
な
る
に
、
薩
云
と
云
う
は
訛
略
の
中
の
訛
畧
な
れ
ば
二
重
を
含
し
て
訛
畧
と
云
う
。

△
翻
云
一
切
智
々
（
翻
じ
て
一
切
智
智
と
云
う
）
と
は
、
薩
羅
婆
を
一
切
と
翻
じ
、
枳
孃
曩
を
智
智
く
と
翻
す
な

り
。
疏
家
は
智
中
の
智
と
釈
し
た
も
う
。
故
に
上
の
智
は
顕
乘
の
智
、
下
の
智
は
密
不
共
の
智
な
り
。
今
大
師
の

『
即
身
成
佛
義
聞
書
』
に
つ
い
て
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御
意
は
、
二
字
と
い
え
ど
も
密
智
に
約
し
た
も
う
。
或
は
又
良
賁

り
よ
う
ひ法
師
の
意
に
依
れ
ば
上
の
智
は
俗
智
、
下
の
智

は
真
智
辺
。

△
智

者
決

釈
（
智
と
は
決
断
簡
擇
の
義
な
り
）
と
は
、
物
の
黒
白
・
長
短
等
を
決
所
簡
釈
す
る
は
、
皆
以
て
智

の
作
能
な
り
。

△
若

明
法

門
得

称
（
若
し
決
断
の
徳
を
明
す
に
は
、
則
ち
智
を
以
て
名
を
得
る
。
集
起
を
顕
す
に
は
、
則
ち

心
を
以
て
稱
と
な
す
）
と
は
、
義
に
隨
い
而
し
て
薩
般
若
に
多
名
有
る
こ
と
を
顕
し
、
一
切
智
々
と
云
う
と
い
え

ど
も
、
一
切
心
と
も
云
う
と
い
え
ど
も
、
一
切
法
門
と
云
う
な
り
。
集
起
と
は
法
相
等
に
も
之 こ
れ有
る
名
目
な
り
。

万
法
の
種
子
を
集
め
て
現
行
を
起
せ
し
む
る
は
、
心
の
作
能
な
る
故
に
、
此
方
ダ
デ
ハ
一
切
心
と
申
す
な
り
。
法

門
と
は
法
は
軌
持
軌
則
の
義
、
門
は
能
通
之
義
な
り
。

△
一

々
名

号
皆

人
（
一
一
の
名
号
皆
人
を
離
せ
ず
）
と
は
、
自
宗
の
意
は
、
人
法
一
体
な
る
故
に
、
一
々
の
名

字
が
處
皆
な
人
を
具
す
る
な
り
。
名
あ
れ
ば
必
ず
人
を
呼
び
、
人
は
必
ず
名
に
呼
ば
る
る
故
に
、
人
と
離
れ
ず
と

云
う
な
り
。

△
心

王
者

法
界

体
性

智
（
心
王
と
は
法
界
体
性
智
）
等
と
は
、
心
王
心
数
の
相
対
に
於
て
三
様
之 こ
れ有
る
事
、
上
に

已
に
記
せ
り
。
其
の
中
な
る
五
佛
心
王
の
義
に
依
て
法
界
体
性
智
は
中
央
の
尊
等
の
字
は
、
余
の
四
佛
と
等
し
。

△
心

王
心

数
新
釈
云

心
所
と
は
、
多
一
識
な
り
と
は
、
多
の
心
数
を
束
て
一
識
と
ス
ル
故
に
、
多
一
識
と
云
う
な
り
。
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『
釈
論
』
に
、
一
切
一
心
識
と
有
る
と
言
同
差
別
な
り
。

△
無

際
智

者
義
（
無
際
智
と
は
高
広
無
数
之
義
な
り
）
と
は
、
高
広
は
横
竪
に
約
す
る
な
り
。
無
数
と
は
際

限
ナ
キ
ヲ
云
う
な
り
。

△
円

鏡
力

故
者
（
円
鏡
力
の
故
に
実
覚
智
）
と
は
、
先
徳
の
意
は
大
日
・
阿

�、
大
円
之 こ
れに
在
る
事
上
に
已

に
書
け
り
。
上
の
如
く
六
大
不
二
の
大
日
円
鏡
四
曼
随
一
の
阿

�円
鏡
に
は
非
ざ
る
な
り
。

△
高

懸
法

界
頂
（
高
く
法
界
の
頂
に
懸 か
かっ
て
）
と
は
、
顕
佛
の
如
き
も
佛
界
に
は
居
る
も
未
だ
頂
に
非
ず
、
密
乘

の
佛
は
彼
に
異
り
高
く
法
界
頂
に
居
り
た
も
う
義
な
り
。

△
寂
照
一
切
（
寂
に
し
て
一
切
を
照
し
て
）
と
は
、
寂
は
定
に
し
て
理
、
照
は
恵
に
し
て
智
な
り
。
定
相
応
の
恵
、

恵
相
応
の
定
な
る
故
に
、
寂
に
し
て
照
す
と
云
う
な
り
。

△
不

倒
不

謬
と
は
、
倒
は
顛
倒
な
り
。
不
到
は
上
の
寂
に
カ
ケ
、
不
謬
を
照
に
カ
ク
ル
な
り
。
或
は
又
寂
に
し
て

不
倒
不
謬
の
照
に
し
て
不
倒
不
謬
と
二
字
に
各
に
も
カ
ク
ル
な
り
。

元
緑
六
癸丙
六
月
吉
日
初
泊
長
谷
羽
杉
に
於
て
写
せ
り

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉『
即
身
義
聞
書
』、
元
禄
六
年
、
東
因
中
因
発
心
、
無
碍
即
・
不
離
即
・
速
疾
即

『
即
身
成
佛
義
聞
書
』
に
つ
い
て
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